
別紙１
講習会への参加についての説明書

1. はじめに
私たちは化粧品や食品等のヘルスケア製品の性能評価に使用される装置をお客様に使用していただく機器利用を行っています。この機器利用においてお客様にin vivo共焦点ラマン分光装置及びマルチ皮膚計測装置の活用方法をわかりやすく伝えるため、講習会を行うことになりました。皆様に講習会参加に際しての実験へのご協力をいただきたく、ここにお願い申し上げます。

2. 意義及び目的
[bookmark: _Hlk217394311]　In vivo共焦点ラマン分光装置は、皮膚の一定深さの位置に焦点を当ててレーザー光を照射し、皮膚の中から返ってくるラマン光を検出することにより、化粧品等の着目成分の皮膚への浸透性の有無や皮膚内部の含水率及び角層厚を評価する装置です。本装置を用いることで、化粧品成分の浸透性、含水率及び角層厚を非侵襲的に評価することができます。マルチ皮膚計測装置は測定用プローブを皮膚に押し当てることにより角層水分量や油分、皮膚粘弾性など様々な項目で皮膚状態を評価可能な装置です。そのため、いずれの装置もスキンケア製品の性能評価に用いられます。今回は、化粧品等の着目成分の皮膚への浸透性評価及び皮膚の含水率測定、皮膚粘弾性、経皮水分蒸散量、角層水分、油分、摩擦、pH、表面温度、光沢に関わるデータを取得します。講習会を通じてこれらの測定を行うことで、本装置の有用性を知ってもらうとともに理解を深めてもらい、皆様にヘルスケア製品の開発に活用していただくことを目的としています。

3. 方法
　本講習会では、in vivo共焦点ラマン分光装置(gen2-SCA, RiverD International B.V.社製)のプローブに皮膚を接触させ、波長785 nmあるいは671 nmの光を照射し、皮膚内部から得られるラマン光を検出することにより、化粧品等の着目成分の皮膚への浸透性あるいは皮膚の含水率や角層厚の評価を行います。具体的には、前腕皮膚の任意の箇所を2-4cm角マークし、化粧品等の薬剤を塗布します。塗布箇所の乾燥を防止する必要がある場合は、適宜サージカルテープを用います。10-30分経過後、塗布箇所の残存物を水で洗浄・乾燥させます。塗布箇所をin vivo共焦点ラマン分光装置のプローブに接触させて波長785 nmにて測定します。マルチ皮膚計測装置の測定では付属のプローブを用います。各プローブを前腕皮膚に押し当てて測定を行います。皮膚粘弾性はCutometer、経皮水分蒸散量はTewameter、油分はSebumeter、摩擦はFrictiometer、pHはSkin-pH-Meter、表面温度はSkin-Thermometer、光沢はSkin-Glossymeterを用いてそれぞれ測定を行います。塗布する薬剤の種類は市販品の化粧品（化粧水、クリーム等）、あるいは化粧品原料（エタノール、アスコルビン酸等、いずれも塗布可能な市販品）等です。なお、事前にアレルギーの有無について確認を行い、医薬品に対するアレルギーを有する場合には実施しません。

4. 講習会開催予定日
２０２６年３月４日

講習会を実施する研究者の氏名と職名
(代表者)
地方独立行政法人東京都立産業技術研究センター　永川栄泰（主任研究員）
連絡先：内線 11011
（実施者）
地方独立行政法人東京都立産業技術研究センター
中川朋恵（副主任研究員）、利根川朝人（研究員）、岩崎アヤ（人材派遣職員）

5. 講習会に関する資料の提供方法
当日に資料を配布いたします。

6. 講習会に参加することにより起こり得る危険又は不快な状態
実験中にかゆみ等の違和感、あるいは体調や気分が悪くなった際には、すぐにお知らせください。直ちに実験を中止します。

7. 講習会対象者の質問に答える旨の申し出
　口頭もしくは書面により回答いたします。

8. 講習会終了後得られたデータの対応
講習会終了後に速やかに廃棄いたします。情報の廃棄はシュレッダーおよび電子記録媒体からの完全削除または物理的破壊により行います。

9. 個人情報の保護の方法
本実験で得られた情報・結果は講習会終了後に速やかに廃棄いたします。

10. 講習会参加のための費用　
本今週解に参加していただくに当たり、費用のご負担はありません。なお、研究機関への来所にかかる交通費に関してはこの限りではありません。

11. 講習会と企業・団体との関わり
本実験は企業・団体との関わりは一切ありません。

12. 有害事象等が生じた場合の連絡窓口
地方独立行政法人東京都立産業技術研究センター
機能化学材料技術部 バイオ技術グループ
梶山　哲人（グループ長）
TEL 03-5530-2671

13. データの公表
本講習会により得られたデータおよびその他情報が公表されることはありません。

14. 秘密保持
研究への参加に際し知り得た当該研究に関する情報については、当センターの許可なく使用、もしくは第三者に開示、提示又は漏えいしないようお願いいたします。

15. 問い合わせ先
〒135-0064　東京都江東区青海　2-4-10
地方独立行政法人東京都立産業技術研究センター
実験責任者　永川栄泰
TEL　　03-5530-2671　（内線）11011　　　　　　　



　　　　　２０２６年　２月　４日

説明担当者所属　            　        　バイオ技術グループ　　　　　　　　　　       
説明担当者氏名・職名        　        　　永川 栄泰・主任研究員　　　　　　　　　       
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15

